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27th International Symposium on Intensive Care and Emergency Medicine Brussels 

①Yoichi Kase, Toru Obata. Removing endocannabinoids and reducing oxidative 

stress with polymyxin­Bimmobilized fibers in patients with septic shock. 

第 53 回日本麻酔科学会学術大会 神戸 

①三尾寧、福田紀男 心筋の収縮機能に及ぼす麻酔薬の影響 

②筒井健次、湯本正寿、藤原千江子、香川草平 経皮的二酸化炭素分圧測定を用いた脳 

死判定における無呼吸テスト 

③松田苑生、根津武彦、尾崎雅美、齋藤敬太、岩井健一 セルジンガー法における中心 

静脈カテーテル挿入時における偶発症 

④山口聡、近江禎子、益子健男、長沼宏邦、島井信子、川田亜紀子 硬膜外併用脊髄く 

も膜下麻酔で管理した重症肺合併症のある腹部大動脈瘤修復術の３症例 

⑤柴崎敬乃、橘真郎、近江禎子、福島浩司、山川健太郎 ヒト脳脊髄液含有アミノ酸に 

関する研究 

⑥田中正史、廖英和、加賀谷慎 術後硬膜外鎮痛に使用した携帯型ディスポーザブル注 

入ポンプの実測注入量 

⑦河村優子、木田康太郎、大谷法理、倉田豊、庄司和広、谷藤泰正 ペンタゾシンによ 

る静脈内 PCA の術後鎮痛効果の評価 

⑧湯本正寿、赤井良太、須永宏、小野澤裕史、加賀谷慎、三尾寧 透析患者に対する人 

工心肺使用開心術の麻酔管理 

⑨山本祐、長沼恵子、近藤一郎、木村昌平、長沼宏邦、益子健男 逆流性脳潅流法を用 

いた全弓部置換手術症例の検討 

⑩安井豊、正木英二、加藤総夫 青斑核ニューロンにおけるセボフルレンの作用の特異性 

⑪宇佐美夕子、三田えり、長坂安子、上園晶一、尾崎眞 幼若ラットにおいて Egr­1 デ 

コイはモノクロタリンによって引き起こされる肺高血圧と血管内腫の増殖を抑制する 

⑫甫母章太郎、近藤一郎、太田修司、小﨑佑吾 侵害刺激によるラット脊髄でのサブス 

タンス P に対する麻酔薬とオピオイドの抑制作用 

⑬辻和馬、 大友博之、 上園晶一 Arndt 気管支ブロッカーを用いた特殊状況下での小児分 

離肺換気の２症例 

⑭木田康太郎、大谷法理、齋藤洋一、庄司和広、正木英二 デクスメデトミジン術中使 

用と術後鎮痛の検討 

⑮平林万紀彦、香川草平、上出正之 内頸静脈からの中心静脈カテーテル挿入による脳 

組織酸素化指数への影響について 

⑯北村俊平、生田目英樹、瀧浪將典 ポータブル血管用超音波装置による短軸ガイド下 

内頸・ソケイ静脈穿刺法と専用穿刺針ガイドチップを用いた穿刺法との比較検討 

⑰上園晶一 医師の薬剤依存症未然防止と社会的責任 

⑱瀧浪將典、三島仁 持続腕神経叢ブロックが有効だった上肢反射性交感神経性ジスト



ロフィーの 2 症例 

⑲吉澤明孝、石黒俊彦、井上大輔、行田泰明、谷藤泰正、上園晶一 医学生に対する緩 

和ケア教育の検討 

第 14 回日本乳癌学会モーニングセミナー 金沢 

①小島圭子、北原雅樹 、坂本尚美、比嘉国基、福間英祐 、大村昭人 乳房切除後疼痛 

症候群の薬物治療－治療薬、効果と副作用についての検討 

②小島圭子 気づいてほしい術後の痛み、見つけてほしい再発の痛み 

第 22 回 DDS 学会総会 東京 

①北原雅樹 鎮痛補助薬の DDS 

第 16 回日本医療薬学会年会 金沢 

①大関圭一、河野博充、神崎やすし、花田真紀、北原雅樹、日口恭治 リドカイン­テト 

ラカインクリームの有用性の検討­第２報­ 

第 44 回癌治療学会総会 東京 

①小島圭子、栗山陽子、北原雅樹、福間英祐、上園晶一、大村昭人 乳癌治療における 

緩和医療の必要性 癌生存者の QOL 向上を目指して 

第 26 回臨床麻酔学会 旭川 

①茅野孝明、宇佐美夕子、佐藤啓子、尾崎眞 当院における肺血栓塞栓症予防ガイドラ 

インの特徴とその効果について 

②佐島威行、遠藤新大、小崎佑吾、甫母章太郎、赤井良太、柴崎敬乃、長沼恵子、近藤一 

郎 呼吸器症状が中心となったラテックスアナフィラキシーの 1 症例 

③小林秀嗣、八反丸善康、柴崎敬乃、近藤一郎 腸閉塞を発症したモルキオ症候群の麻 

酔経験 

④福島浩司、岩井健一、藤原千江子、近江禎子 術前検査にて予想し得なかった術中心 

室頻拍の一症例 

⑤内海功、木口貴夫、堀口徹 挿入性喉頭肉芽腫を発症し NLA 下に摘出した一症例 

⑥河野千恵、齋藤敬太、北村俊平、尾崎雅美、根津武彦 気管挿管後気管膜様部の損傷 

をきたした 1 例 

⑦山川健太郎、近江禎子、甫母章太郎、柴崎敬乃、山本祐、木村昌平 心房圧迫により 

急性心不全を伴った後縦隔腫瘍の一症例 

⑧遠藤新大、小崎佑吾、佐藤優、赤井良太、近藤一郎 急性増悪した住宅酸素療法中の 

慢性呼吸不全患者の二度にわたる麻酔経験



東京エラスターゼフォーラム 東京 

①鹿瀬陽一 エラスフォールによる酸化ストレスの制御 

東葛地区 SIRS／ALI フォーラム 2007 千葉 

①佐島威行、近藤一郎 小児の急性呼吸不全におけるエラスポールの使用経験 

第 11 回エンドトキシン血症救命治療研究会 神戸 

①鹿瀬陽一、小幡徹、野村真弓、齋藤敬太、岩井健一、岡本靖久、瀧浪將典 新しいエ 

ンドトキシン高感度測定法を用いた臨床試料の測定 

第 34 回日本集中治療医学会学術大会 神戸 

①内野滋彦 Intensive insulin therapy に関する現在のエビデンス 

②岡山大学医学部・歯学部附属病院 麻酔科蘇生科、埼玉医科大学総合医療センター、高 

度救命救急センター、 Austin Hospital、 江木盛時、 内野滋彦、 Berney Sue、 Opdam Helen、 
Bellomo Rinaldo、 森田潔 頚椎前方固定術後患者の気管切開は何時行うべきか？­早期 

気管切開症例の創部感染率の検討­ 
③鹿瀬陽一、小幡徹、生田目英樹、照井貴子、首藤義幸 内因性カンナビノイド・２­AG 
による敗血症ショックは抑止できるか 

④瀧浪將典、鹿瀬陽一、岩井健一、岡本靖久、染谷典子、小松由佳 2005 年度の ICU 再 

入室症例の検討 

⑤内野滋彦、森松博史、上原淳、間藤卓 RIFLE criteria における尿量の基準の妥当性 

に関する検討 

⑥齋藤敬太、鹿瀬陽一、根津武彦 術後急性肝不全を呈した一例 

⑦岡本靖久、岩井健一、鹿瀬陽一、瀧浪將典 術中心停止を起こすも救命に成功した超 

高齢者の腹部大動脈瘤の一症例 

⑧岩井健一、鹿瀬陽一、岡本靖久、齋藤敬太、瀧浪將典、小幡徹、根津武彦 エンドト 

キシンの変化から見た敗血症治療に於ける高感度エンドトキシン測定法の意義 

⑨森脇龍太郎、中田一之、山口充、内野滋彦、上原淳、間藤卓、澤野誠、上岡栄司、北脇 

丈博、堤晴彦 当科における内因性 CPAOA に対する PCPS 施行症例の検討 

４病院合同リスクマネジメント・シンポジウムについて 千葉 

①近藤一郎 手術室におけるタイムアウトの導入


